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第７回空襲・戦災・戦争遺跡を考える九州・山口地区交流会 

北九州集会結果報告 
 

 

１ 日  時    令和２年１１月２１日（土）１２時３０分～１９時３０分 

２ 会  場    北九州市立いのちのたび博物館 

            ※新型コロナ感染症対策のため、定員７５名 

                       北九州市八幡東区東田－４－１  ０９３－６８１－１０１１ 

３ 主  催    空襲・戦災・戦争遺跡を考える九州・山口地区交流会実行委員会 

４ 共  催    北九州市立いのちのたび博物館 

          非営利活動法人 北九州市の文化財を守る会 

５ 参加費等    ５００円    参加者 ５１名[内、受付等地元事務局１１名] 

６ 交流会  

（１）受付開始                           １２：３０ 

（２）開 会                            １３：００ 

○ 主催開会挨拶   工藤 洋三 

○ 地元歓迎挨拶   非営利活動法人 北九州市の文化財を守る会 前薗 廣幸 

（３）第１部［ 北九州地区の現状報告 ］司会：（国崎・草場さん）   １３：２０～１４：００ 

①「（仮称）平和資料館の概要」 

田爪 康隆（北九州市総務局総務課平和資料館担当課長）  

②「蕪(かぶら)崎(さき)[北九州市門司区]に残る陸軍海上挺進隊基地の概要」 

前薗 廣幸（北九州市の文化財を守る会） 

（４）第２部［ 空襲調査及び各地の調査事例と紹介 ］        １４：００～１７：１０ 

③「極東航空軍第２８写真偵察戦隊」 

工藤 洋三（空襲・戦災を記録する会全国連絡会議） 

④「第８２戦術偵察飛行隊と第１１０戦術偵察飛行隊」 

織田 祐輔（豊の国宇佐市塾） 

⑤「島野浦空襲」 

永益 宗孝（長崎県松浦市） 

⑥「福岡における米軍搭乗員処刑と恩讐を超えた米国遺族との慰霊祭」 

深尾 裕之（大分県国東市） 

⑦「８月１０日空襲下の熊本と空襲慰霊碑」 

髙谷 和生（くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク） 

⑧「第１１２震洋隊 間泊基地の調査」 

かごしまの戦跡を探る会  

⑨「山家地下壕の再検討」 

相戸 力（福岡市中央区） 

⑩「鹿屋基地 進駐軍管理下の日本軍爆弾庫の爆発による集落火災と犠牲者」 

小手川 清隆（鹿屋平和ガイド） 

（５）閉 会                           １７：１０ 

○ 主催閉会挨拶・次年度開催地紹介 髙谷 和生 

○ 事務連絡（情報交換会、見学会案内 等 

 

７ 懇親会   １１月２１日（土）               ２０:００~２２:００ 

     会 場   焼鳥玉ちゃん[所在地：八幡東区春の町５丁目１２−１３  電話： 0120-891-061] 

   参加者  ２２名 

     

８ 現地見学会 １１月 22日（日）  

    ９時/八幡駅前出発～ 

① 矢筈山堡塁～② 陸上自衛隊小倉駐屯地史料館～昼食(車中等)～➂ 電波標定機陣地～ 

④ 灘山十二糎高射砲陣地～⑤ 軍艦防波堤～ 

１６時半/小倉駅解散 

参加費  ２，０００円:  [レンタカー(8人乗り)2台、軽自動車 1台他] 

参加者  ２１名 

９ 報 道  西日本新聞社(11/22朝刊)  朝日新聞社(11/23朝刊)  ２社  
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１ 研究集会の状況 

  
開場前の会場準備状況 受付状況 

  
集会開始時の参加者席 集会開始時の説明 

  
主催者挨拶 地元挨拶 

  
①田爪課長の発表 平和資料館への要望・武末純一氏 
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➁前薗の発表 ➂工藤さんの発表 

  

④織田さんの発表 発表に聞き入る参加者 

  

➄永益さんの発表 ⑥深尾さんの発表 

  

司会進行の国崎さんと草場さん ➆かごしまの戦跡を探る会の発表 
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⑧髙谷さんの発表 ➉相戸さんの発表 

  
⑪小手川さんの発表 第二部閉会挨拶 

  
第三部の様子 

 

 

 

 

 

会場の 

いのちのたび博物館 

外観 
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２ 見学会の状況 

  

矢筈山堡塁 矢筈山堡塁 

  
矢筈山堡塁 自衛隊史料館 

  
自衛隊史料館 灘山十二糎高射砲陣へ 

  
灘山十二糎高射砲陣 軍艦防波堤 
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３ 報道 

 (1) 朝日新聞１１月２３日朝刊 

 
 (3) 西日本新聞１１月２２日朝刊 

 


